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地質ニュース 653号

はじめに

5月17日に産総研・地質標本館で野外観察会「筑
波山へ行こう ～石が語る自然の歴史～」を実施し
た．これは地質標本館とつくば市の共催で，地質の日
の関連イベントの一つとして開催された．限られた宣
伝しかしていないにもかかわらず，当日は29名の参加
者があった．
アクセスが容易で筑波山の生い立ちを考えることの
できるコースとして，筑波山周辺の露頭観察を中心に
観察会を行った．大型バスでは行けない地点があっ
たためマイクロバス2台に分乗しての実施となった．
また，最後につくば市大穂公民館において，まとめの
会を開催した．

筑波山の地質

筑波山は，関東平野の北東部に単独峰としてみら

れ，その美しさから紫峰
しほう

とも呼ばれる山である．最近
では日本百名山にも選ばれ，その魅力を伝えるべく
企画した．本野外観察会に先立って地質の日の関連
出版物として「筑波山地質見学ガイド」（宮地・酒井,
2008）を作成した．これには筑波山の露頭とそこから
わかる筑波山の生い立ちについて簡潔に記した．今
回の野外観察会はこのパンフレットを用いて行った．
筑波山は，山頂部が斑れい岩，周囲は花崗岩よりな
り，更に土石流堆積物が広い裾野を作っている（第1
図）．斑れい岩は約7,500万年，花崗岩類は約6,000万
年前ごろ形成された．花崗岩は，大きく3つに区分さ
れ，貫入関係から筑波花崗岩，稲田

い な だ

花崗岩及び
加波山
か ば さ ん

花崗岩に区分される．土石流堆積物は斑れい
岩の巨礫からなる．筑波山の周辺には下総層群より
なる台地（筑波台地）がある．また，筑波山のふもと
の桜川沿いには段丘礫として約3万年前の礫層が見
られ，火山岩類を多く含むことから古鬼怒川の堆積
物と考えられている．

野外観察会概要

見学ルートは，つくば市神郡
かんごおり

から筑波山
を見上げ，筑波山の形と特徴的な地形を
構成する岩石の説明をした．次に筑波山
梅林では花崗岩の露頭と斑れい岩礫より
なる土石流堆積物の観察を行った．次に
花崗岩の採石場跡で2つの花崗岩の接触
関係を観察し，ガーネット探しを行った．
最後に桜川の川原へ降り河原の石を観察
するという順路をとった．
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第1図　筑波山周辺の地質．
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第2図　桜川市桃山のモトクロスパークでのガーネット採取．

いざ筑波山へ

バスの車中や筑波山のふもとの水田で筑波山全景
の景色を見た．今回行くことができない筑波山山頂
付近にみられる斑れい岩でできた奇岩を写真で示し
て，斑れい岩の性格や割れ方の説明を行い，奇岩の
できた理由などを考えた．
次に筑波山中腹の筑波山梅林周辺で筑波花崗岩

と土石流堆積物を観察した．梅林内の道路沿いに花
崗岩の露頭がある．ここでは花崗岩の色と，これに含
まれる主な造岩鉱物について説明し，少し風化した
ところで花崗岩を観察した．参加者は岩石が手でぼ
ろぼろと壊れる事に奇異な印象を受けたようである．
次に筑波山梅林に移動した．ここには斑れい岩の大
きな岩がごろごろしている．前述のように斑れい岩は
筑波山の山頂付近に分布しているもので，これが土
石流などで流下してきたものである．本来斑れい岩
の露頭で説明したいところであるが，ここで斑れい岩
と花崗岩の硬さや色の違いを観察した．また，大きな
輝石の結晶を含む斑れい岩や縞模様のある斑れい岩
など斑れい岩にもいろいろな見かけがあることを解説
した．ここでは，これまでの筑波山周辺の土石流災害
履歴を聞かれるなど案内者が困るような質問もでた．
さらに参加者に角閃石の大きな結晶を探していただ
いた．この鉱物は今後の巡検案内の一つとして利用
できそうである．
筑波山梅林の四阿

あずまや

で昼食を取った後，桜川市桃山
のモトクロスパークで筑波花崗岩と加波山花崗岩の
接触関係を観察した．筑波花崗岩を貫く岩脈が加波
山花崗岩に切られていることから，加波山花崗岩が

後で貫入したことを説明した．また，同地点でガーネ
ットも採取した．ガーネットが小さいとの不満もあった
が，ルーペなどで観察し美しい形に感動していた方
もいた（第2図）．その後，つくば市国松周辺の桜川の
川原へ降り，河岸段丘の礫層と河原の石を観察した．
この川原には，現在の桜川流域には分布していない
火山岩礫が多く見られる．この礫は日光あたりを源流
とするかつての鬼怒川によって運ばれたことを説明
した（第3図）．
観察会の最後につくば市大穂

おおほ

公民館の視聴覚室を
借りて，今回の見学地点のおさらいと今回見ることの
できなかった岩石の露頭写真や，鬼怒川と筑波山の
位置関係を整理し，筑波山周辺の地史のまとめを行
った．参加者からは多くの質問が出て，普段身近に
見ている筑波山周辺の地質に関する疑問について議
論した．また，このときに同じ大きさの花崗岩と斑れ
い岩の岩石標本の重さを比較するなど，野外観察の
補足を行った．このまとめの会では，長引いた質問
に多くの子供は眠ってしまったが，野外観察時に誤解
や勘違いしていたことを再度整理し，位置関係や時
代関係を整理することができ，より理解が深まったと
感じた．
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第3図　つくば市国松の桜川の川原での段丘崖の観察．




